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平成 30 年６月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社グループは、平成 29年 8 月 10 日に公表した第２四半期累計業績予想と本日公表の実績値

に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

また、同じく平成 29 年 8月 10 日に公表した通期業績予想を下記の通り修正いたしましたので

お知らせいたします。 

記 

 

１．平成 30 年６月期第２四半期連結業績予想値と実績値との差異（平成 29年７月１日～平成 29 年 12 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

13,112

百万円

1,091

百万円

1,104

百万円 

593 

円 銭

47.95

今回実績値（Ｂ) 13,865 1,376 1,429 861 69.56

増 減 額（Ｂ－Ａ) 752 284 324 267 －

増 減 率（％） 5.7 26.1 29.4 45.1 －

(ご参考)前期第２四半期実績 

(平成 29 年６月期第２四半期) 
11,456 832 632 294 23.80

 

２．平成 30 年６月期通期連結業績予想値の修正（平成 29 年７月１日～平成 30 年６月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

25,804

百万円

1,771

百万円

1,783

百万円 

919 

円 銭

74.28

今回修正予想（Ｂ) 26,953 2,055 2,091 1,140  92.09

増 減 額（Ｂ－Ａ) 1,149 284 308 220 －

増 減 率（％） 4.5 16.0 17.3 24.0 －

(ご参考)前期実績 

(平成 29 年６月期) 
23,723 1,727 1,676 916 73.98



 

（差異と修正の理由） 

主力となっている部品セグメントにおいて、民生向けのコネクタ用部品は、スマートフォ

ン向けが中国需要も含めて予定を上回る水準を確保することができました。車載向けは比較的

好調に推移いたしました。また、自動車電装向け部品についても堅調に推移いたしました。中

国の連結子会社は、商品構成の切り替えが進み、単月での黒字化が実現してきております。 

  また、通期の業績予想につきましては、上半期の業績を反映し、上記のとおり修正いたしま

す。  

 

＊業績予想の適切な利用に関する説明 

上記に記載した業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実

際の業績は、今後発生する様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。     

 

 

以 上 


